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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 ス タ ン バ イ 時 に 電 源 電 圧 を 供 給 す る 昇 圧 回 路 を 備 え た 半 導 体 装 置 に お
い て 、 該 昇 圧 回 路 は 、
　 チ ャ ー ジ ポ ン プ 回 路 と 、
　 前 記 チ ャ ー ジ ポ ン プ 回 路 の 出 力 電 圧 を 検 出 す る 第 １ の 検 出 回 路 と 、
　 前 記 チ ャ ー ジ ポ ン プ 回 路 の 出 力 電 圧 を 検 出 す る 回 路 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 検 出 回 路 と 異
な る Ｄ Ｃ 電 流 で 動 作 し 、 前 記 第 １ の 検 出 回 路 の 検 出 信 号 に よ り 活 性 化 さ れ る 第 ２ の 検 出 回
路 と を 備 え 、
　 前 記 チ ャ ー ジ ポ ン プ 回 路 は 、 少 な く と も 前 記 第 ２ の 検 出 回 路 の 検 出 信 号 に 基 い て 活 性 化
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 第 １ の 検 出 回 路 の 検 出 レ ベ ル と 、 第 ２ の 検 出 回 路 の 検 出 レ ベ ル と が 異
な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　

　 　 【 請 求 項 ４ 】 　

　 　 【 請 求 項 ５ 】 　

前 記 チ ャ ー ジ ポ ン プ 回 路 は 、 前 記 第 １ の 検 出 回 路 の 検 出 信 号 と 前 記 第
２ の 検 出 回 路 の 検 出 信 号 の 論 理 積 に 基 づ い て 活 性 化 さ れ る 請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体 装 置 。

前 記 第 ２ の 検 出 回 路 は 、 前 記 チ ャ ー ジ ポ ン プ 回 路 を 非 活 性 化 さ せ る 検
出 信 号 を 、 前 記 チ ャ ー ジ ポ ン プ の 出 力 電 圧 が 前 記 第 ２ の 検 出 回 路 の 検 出 レ ベ ル で あ る 特 定
電 圧 に 達 し た こ と に 応 じ て 生 成 す る 請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体 装 置 。

前 記 第 １ の 検 出 回 路 に 比 べ 、 前 記 第 ２ の 検 出 回 路 の 活 性 化 期 間 が 短 い
請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体 装 置 。
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